
 1 

 

路線バス乗り放題実験に基づく学生の交通行動

変容に関する研究 
 

 

 

村井 藤紀 1・塩見 康博 2 

 
1学生会員 立命館大学大学院 理工学研究科 環境都市専攻（〒525-8577滋賀県草津市野路東1-1-1） 

E-mail:r0048rk@ ed.ritsumei.ac.jp 

2正会員 立命館大学 環境都市工学科（〒525-8577 滋賀県草津市野路東 1-1-1） 

E-mail: shiomi@fc.ritsumei.ac.jp 

 

近年，交通サービスの利便性や効率性の向上を目指す概念である Mobility as a Service（略称 MaaS）が注

目されている．MaaS において公共交通は，一定金額を支払うことで設定されたエリア内を乗り降り自由

とするような運賃制度であるサブスクリプション型運賃制度が採用されることが多く，より公共交通を利

用しやすい環境が目指されている． 

本研究ではこのサブスクリプション型運賃制度に着目し，ケーススタディとして滋賀県大津湖南地域に

おいて路線バスを対象としたサブスクリプション型運賃制度を設定した．そして対象地域内の大学生を被

験者とし，日常時の交通行動，本料金制度利用時の交通行動をそれぞれ 2 週間ずつ記録する社会実験を実

施し，サブスクリプション型運賃制度利用時のバス利用行動変容を検証した．その結果多くの被験者のバ

ス利用頻度が高まり，さらにより多様な目的でバスを利用するようになることを明らかにした．  
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1. はじめに 

 

(1) 研究背景 

近年の情報通信技術の発達によって，交通サービスを

取り巻く状況は大きく変化しつつある．情報通信技術を

利用することで，公共交通など既存の交通サービスの利

便性向上や，乗り合いタクシーやオンデマンド型バス，

カーシェアリングといった新しい交通サービスの実現が

可能となった．公共交通においては，GPSを用いたリア

ルタイムでの運行情報の把握や利用者への提供，スマー

トフォンアプリケーションを通した乗り換え情報提供や

や経路案内サービスの普及，交通系 IC カードの利用履

歴データを分析し，利用者の行動を把握することによる，

運行ダイヤの改善など，より利便性の高い交通サービス

を追求し，実現することが可能である．このように公共

交通の利便性を高めることは，より多くの利用者にとっ

て，公共交通が最適な移動手段となり得ることに加え，

公共交通を利用した行動の増加や，利用者満足度の向上

に繋がると考えられる．一方で，交通サービスの利便性

や，効率性の向上のため，移動をサービスと捉え，既存

の交通サービスと新しい交通サービスをまとめて提供す

ることを目指す概念として，Mobility as a Service（略称

MaaS）が注目されている．この MaaSは，今までは個々

に行っていた交通サービスを一体的に管理し，提供する

ことで，利用者は様々な交通サービスを組みわせ，利用

することが容易となり，自家用車を保有し，運転するこ

との代替となる得るサービスが目指されている． 

2016年からフィンランドのヘルシンキや英国のウエス

トミッドランドなどで，MaaS Global社による MaaSの概

念を取り入れたサービス「Whim」の提供が開始されて

いる 1)．この「Whim」のように MaaSを指向したサービ

スの一つとして，月単位で一定の金額を支払うことで，

設定されたエリア内の鉄道，路線バス，タクシー等が乗

り放題となるサブスクリプション方式のサービスが，

Hietanen2)によって提唱され，フィンランドや英国以外の

国や都市でも導入が検討されている．サブスクリプショ

ンとは，ビジネスモデルの一種で，顧客がサービスや商

品の利用期間に応じて定額料金を支払う方式を指す．こ

のような MaaS を指向したサブスクリプション方式のサ

ービスの設計や影響評価に関する研究として，英国では

Matyas ら 3)が，日本にでは東京都市圏郊外の居住者を対

象に藤垣ら 4)が，MaaSを指向したサブスクリプション型

サービスへの加入意向をもとにした調査を実施している． 

そこで本研究では，一定金額を支払うことで，エリア

第 60 回土木計画学研究発表会・講演集



 2 

内の公共交通が乗り放題となる運賃制度である公共交通

を対象としたサブスクリプション方式のサービス（以下，

「サブスクリプション型運賃制度」とする）に着目する．

サブスクリプション型運賃制度には，公共交通の利便性

の向上や利用促進，また利用者の周遊性の向上や負担の

削減などの効果が期待されるが，実際に導入された事例

が少なく，公共交通を利用した行動にどのような影響を

与えるのか十分な知見が得られているとはいえない． 

 

(2) 研究の目的と構成 

本研究ではケーススタディとして，滋賀県大津湖南地

域において立命館大学びわこ・くさつキャンパス（以下，

「BKC」とする）に所属する学生，龍谷大学瀬田学舎に

所属する学生，及び，地域内の路線バス事業者である近

江鉄道バス，帝産湖南交通バスを対象としたサブスクリ

プション型運賃制度を設定する．そして本料金制度利用

時の交通行動として，対象路線バスが乗り放題となった

時の交通行動を記録する社会実験を実施し，本料金制度

利用時の交通行動の変容を検証することを目的とする． 

具体的には，各大学キャンパスに所属する大学生から被

験者を選出し，日常的な期間と対象路線バスが乗り放題

となる期間を設け，実施されたトリップを記録するプロ

ーブパーソン調査を行う．そして日常時と対象路線バス

乗り放題時の交通行動を比較，分析することで本料金制

度利用時の交通行動変容を検証する．  

 本稿の構成は以下のとおりである．第 1章では本研究

の背景と目的を述べた．第 2章では，研究対象地域の概

要を示し，研究対象地域が抱える課題に触れる．第 3章

では，実施した社会実験，プローブパーソン調査の概要

を述べる．そして第 4章では，社会実験から得られたデ

ータを整理した後に．第 5章では，日常期間と路線バス

乗り放題期間の交通行動データを比較し，被験者の行動

変容について述べる．最後に 6章では，結論と本研究の

課題についてを述べる． 

 

 

2. 研究対象地域概要 

(1) 対象地域の概要 

 本研究の対象地域を滋賀県大津湖南地域とする．この

地域では，立命館大学 BKC，龍谷大学瀬田学舎があり，

両大学キャンパスが開学以降人口が増加していることか

ら，学生が継続して集まる地域であるといえる 5)．立命

館大学 BKC 及び龍谷大学瀬田学舎の立地概要を図-1 に

示す．対象地域では，近江鉄道株式会社が運行する路線

バス事業（以下，「近江鉄道バス」とする）と帝産湖南

交通株式会社が運行する路線バス事業（以下，「帝産バ

ス」とする）がそれぞれ展開されている．両バス事業者

は一部の路線において競合関係にあり，同じ路線区間を

共同運行することなく各バス事業者がそれぞれバスを運

行している． 

立命館大学 BKC へアクセスするには，JR 瀬田駅，JR

南草津駅，JR草津駅の3駅のいずれかから，近江鉄道バ

ス 6)が運行するバスを利用する，もしくは最寄り駅であ

る JR 南草津駅から徒歩や自転車など利用する方法があ

る．また，龍谷大学瀬田学舎へアクセスするには JR 石

山駅，JR 瀬田駅，JR 南草津駅の 3 駅のいずれかから，

帝産バス 7)を利用する，もしくは，最寄り駅である JR瀬

田駅から徒歩や自転車を利用する方法がある．各大学の

最寄り駅である JR南草津駅と JR瀬田駅と各大学間の距

離が 3km を越えることから，多くの立命館大学学生は

JR 南草津駅から，龍谷大学学生は JR 瀬田駅からバスを

利用し通学している． 

この地域に対して，草津市は大学や学生の存在がまち 

の賑わいの源泉になること，また学生に対しては，草津

を「第二のふるさと」として愛着を持ってもらうといっ

たことを期待している。しかし現状は，学生の活動がキ

ャンパス内で完結していることや，草津のまちを知らな

いまま学生生活を終えているといったことを課題として

認識している 8)．つまり本研究対象地域は，大学のある

都市としての優位性を活かしきれていないことが懸念さ

れている． 

 

(2) 現行の運賃制度 

現在対象地域において，近江鉄道バス利用者が選択可

能な運賃制度として，通常の運賃制度，定額で指定区間

内乗り放題となる定期券に加え，近江鉄道バス IC カー

ド運賃制度がある．近江鉄道バスが発行する近江鉄道バ

ス IC カードは積み増し時に 42％のプレミアム率サービ

 

図-1 各大学の立地概要 
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スがあり，1,000 円の積み増しで 1,420 円利用可能となる．

一方で帝産バスも同様に通常の運賃制度，定額で指定区

間内乗り放題となる定期券に加え，割安な運賃でバスを

利用できる金券式回数券が販売されている．近江鉄道バ

ス IC カードや帝産バスの金券式回数券は，通常の運賃

制度，定期券と比べ割安な運賃制度であることから，学

生や地域の住民，会社員などの日常的にバスを利用する

者の多くが利用している． 

 

 

3. 社会実験の概要と取得データ 

 

(1) 社会実験の構想 

前述のとおり研究対象地域は大学のある都市としての

優位性を活かしきれていないことが懸念され，学生のバ

スを利用した行動は，駅と大学間が中心でありバスを利

用した行動は限定的であることが考えられる．このよう

な研究対象において路線バスを対象とするサブスクリプ

ション型運賃制度を設定し，立命館大学 BKC の学生，

龍谷大学瀬田学舎の学生を対象に日常時及び対象路線バ

ス乗り放題時の交通行動を記録する社会実験を実施した．  

本社会実験において路線バスを乗り放題とするエリア

を図-2に示す．被験者の行動変容を把握することを目的

としているため大型商業施設であるイオンモール草津や，

琵琶湖博物館などバス利用の目的地になり得る施設を考

慮し，JR 瀬田駅，JR 南草津駅，JR 草津駅の各駅に加え，

立命館大学 BKC，龍谷大学瀬田学舎から発着する近江

鉄道バス，帝産バスの全バス路線を乗り放題エリアに設

定した．そして設定エリア内の対象路線バスが乗降可能

なチケットを被験者に提供することで，路線バスを対象

とするサブスクリプション型運賃制度を利用する環境を

模擬した． 

 

(2) 実施調査の概要 

 本社会実験で実施した調査の概要を表-1に示す．実験

被験者を集めるため，また被験者の個人属性を把握する

ために各大学キャンパスにおいて実験前アンケートを配

布し，本アンケートに回答することで応募完了としたと

ころ，167 名の応募があった．そこで応募者から，設定

した運賃制度に対して利用意向を持つ者，自宅から大学

までの所要時間が短い者を中心に立命館大学学生 22 名，

龍谷大学学生 18名の合計 40名を実験被験者として選出

した．そして全被験者に対し，実験内容や交通行動の記

録方法を説明した後に，日常的な交通行動記録期間（以

下，「日常期間」とする）として 2018年 12月 13日から

12 月 26 日の 2 週間，対象路線バスが乗り放題時の交通

行動記録期間（以下，「乗り放題期間」とする）として

2019年 1月 7日から 1月 20日の 2週間，実施したすべて

の交通行動を被験者自身に記録してもらった．そして交

通行動の記録期間終了後，実験後アンケートに回答する

ことで，被験者に対する調査を完了とした． 

 

(3) 交通行動の記録方法 と取得データ 

 本社会実験では，全被験者に対しプローブパーソン調

査を実施することで，調査期間中に被験者が行った交通

 

図-2 社会実験路線バス乗り放題設定エリア 

 

表-1 実施調査概要 

 

 

 

立命館大学龍谷大学

矢橋帰帆島
公園

イオンモール
草津

瀬田駅 南草津駅 草津駅

石山駅

社会実験
路線バス乗り放題設定エリア

琵琶湖
博物館

項目 内容

調査方法
被験者に設定運賃制度を体験してもらい，

実験前後にアンケート調査を実施

実施期間

・被験者の募集/

　実験前アンケート調査　　：2018年12月 5日~12月10日

・日常的な交通行動記録期間：2018年12月13日~12月26日

・対象路線バス乗り放題時の

　交通行動記録期間　　　　：2019年 1月  7日~ 1月20日

・実験後アンケート調査　　：2019年 1月21日~ 1月25日

対象属性 立命館大学BKC，龍谷大学瀬田学舎に通学する大学生

選出被検者

設定運賃制度に対して利用意向を持つ

・立命館大学BKCの大学生　：22名

・龍谷大学瀬田学舎の大学生：18名

調査実施内容

実験前アンケート調査の設問内容

・大津湖南地域における行動

　バス利用頻度

　通学手段

　大学までの所要時間

　月々のバス利用金額

・設定運賃制度の利用意向，支払意思額

・個人属性

社会実験内容

・日常的な交通行動記録期間/対象路線バス乗り放題時の

　交通行動記録期間に実施したすべての交通行動を被験者

　自身が記録

実験後アンケート調査の設問内容

・設定運賃制度の満足度，重要度

・設定運賃制度利用時の行動

　バス利用の頻度

　バス利用の目的

　利用したバス会社

・設定運賃制度の利用意向，支払意思額
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行動データを取得した．プローブパーソン調査の実施概

要を表-2 に示す．選出した被検者 40 名に株式会社地域

未来研究所開発の交通行動記録用アプリをインストール

したスマートフォン端末を配布した．そして調査期間中，

ある目的をもってある地点からある地点に移動する度，

つまりトリップ単位で自宅を出発してから帰宅するまで

の交通行動を記録するように被験者に要請した． 

 また，本調査での調査項目を表-2に示す．調査期間中，

被験者は移動の度に配布した交通行動記録用アプリを操

作し，交通行動データを記録する．移動を開始時にアプ

リ上で出発の操作を実施し，利用する交通手段を選択す

る．交通手段を乗り換える場合は交通手段切り替えの操

作を実施し，目的地に到着時には到着操作を実施する．

そして最後にその移動の目的を回答することでトリップ

単位での交通行動が記録されるようにした． 

また本アプリは，記録の正確性を検証するためにダイ

アリー機能を有している．被験者は，1 日の終わりにそ

の日に実施したトリップの移動軌跡，目的，利用した交

通手段を端末画面上で確認し，操作遅れや操作間違いが

ある場合は申告，または修正を実施してもらった．より

正確な交通行動データを取得するため，実験運営者が被

験者の記録された交通行動のモニタリングを実施し，被

験者と連絡を取り合うことで，記録忘れや操作忘れの発

生防止に努めた．また被験者には，調査終了後に謝礼と

して 5,000円分のギフトカードを進呈した． 

 

 

4. 分析データの整理 

 

(1) 分析対象データ 

 本研究では，プローブパーソン調査において日常期間

に記録された 1,092 トリップ，乗り放題期間に記録され

た 921 トリップ，合計 2,013 トリップを分析対象データ

とする．日常期間が年末の忘年会などが頻繁に行われる

時期であったのに対し，乗り放題期間が各大学のテスト

期間前であったため，乗り放題期間に記録されたトリッ

プ数が日常期間よりも減少したと考えられる．また乗り

放題の対象路線バスは日常期間において 422回，乗り放

題期間において 564回利用され，乗り放題対象路線バス

が利用された回数は増加している．  

 

(2) 研究対象地域におけるバス利用行動の推定 

研究対象地域内におけるバス利用行動を把握するため，

交通手段の切り替え地点の緯度経度情報を用いて各被検

者が乗り放題対象路線バスを乗降したバス停の推定を行

う．交通手段の切り替え操作により，近江鉄道バス，帝

産バスの利用が選択・選択解除された地点を対象路線バ

スを乗車・降車された地点とする．そして各トリップデ

ータの乗車地点・降車地点と対象路線バスの全バス停間

の直線距離を算出し，その距離が最小となるバス停を乗

車・降車されたバス停とした．本研究では，対象路線バ

スの利用が記録された 986トリップにおいて利用された

乗降バス停を上記の方法で推定し，操作忘れや遅れの申

告があったトリップ，乗降バス停が同一のトリップ，乗

り放題設定エリア外のバス停が含まれるトリップを除い

た 686トリップを研究対象地域におけるバス利用行動デ

ータとする． 

 

 

5. 被検者の行動変容に関する分析 

 

(1) 交通手段の転換と頻度の変化 

 日常期間と乗り放題期間に各交通手段が利用された回

数を比較する．図-3に各交通手段が利用された回数の変

化を示す．日常期間と比べ乗り放題期間の方が，乗り放

題対象である近江鉄道バス，帝産バスの利用回数が 1.3

倍程度増加している．一方で，鉄道，自転車，自動車，

徒歩といった交通手段の利用回数は減少していることが

わかる．以上の各交通手段の利用回数の変化より，設定

エリア内の路線バスを乗り放題とすることで，自転車や

自動車，徒歩などから対象路線バスへの交通手段の転換

及び，対象路線バスの利用が促進されたため，対象路線

バスの利用回数が増加したと考察する． 

表-2 プローブパーソン調査の実施概要 

 

 

表-3 プローブパーソン調査による調査項目 

 

 

 

項目 内容

調査期間 

・日常的な交通行動記録期間：2018年12月13日~12月26日

・対象路線バス乗り放題時の

　交通行動記録期間　　　　：2019年 1月7日~1月20日

調査方法
実験被験者に交通行動記録用アプリをインストールした

スマートフォンを配布し，交通行動データを取得

調査対象地域
自宅を出発して帰宅するまでのエリア

（帰省時や旅行時は記録不要とした）

調査人数 40名（貸し出せるスマートフォンの最大数分の人数）

取得トリップ数 2013トリップ

謝礼 調査終了後にギフトカード5,000円分を進呈

項目 内容
移動の起終点

交通手段切り替え地点
緯度経度情報を取得

出発・到着時間

交通手段切り替え時間
操作された各時刻（秒単位）を取得

移動経路 移動中は5秒間隔で緯度経度を測位

移動目的
「通学」「帰宅」「アルバイト」「学外活動」「買い物」

「食事」「社交娯楽」「その他」から選択

利用交通手段

「近江鉄道バス」「帝産バス」「他バス」「鉄道」

「自転車」「バイク」「自動車（同乗含む）」

「タクシー」「徒歩，その他」から選択

記録の正確性

記録したトリップの移動軌跡，目的，利用交通手段を被験者

自身が見返し，操作遅れなどの記録エラーがある場合は申告

する．
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(2) 対象路線バス利用目的の変化 

 対象路線バスの利用目的の変化に着目する．図-4には，

各目的において対象路線バスが選択された割合の比較を

示す．全体のトリップ数は日常期間よりも乗り放題期間

の方が少ない.一方で対象路線バスの利用回数は増加し

ていることから，先に述べたように本分析データは時期

的な要素の影響を受けている可能性が示唆される． 

よって，各目的を持ったトリップが実施された合計回

数に対し，各目的で乗り放題対象路線バスが利用された

回数が占める割合，つまり各目的において対象路線バス

の利用が選択された割合を用いて比較し，対象路線バス

の利用目的の変化を検証する． 

通学や帰宅，買い物といった食事以外のバス利用目的

において，乗り放題時の方が対象バスが選択された割合

が高くなった．これは日常期間では利用されにくい通学

や帰宅以外の目的を持ったバス利用行動が促進され，多

様な目的において対象路線バスの利用が選択される機会

が増加したためと考える． 

したがって，対象路線バスが選択された割合の変化よ

り，通学や帰宅といった目的でのバス利用が多く，多様

な目的を持ったバス利用行動が実施していないことが示

唆される研究対象に対し，設定エリア内の路線バスを乗

り放題とすることで，多様な目的を持った対象路線バス

の利用が促進されることを確認した．また，多様な目的

でバスが利用される機会が増加したことから，本料金制

度を提供することで，潜在的なバス利用需要を獲得する

ことができる可能性が示唆されたと考える． 

 

(3) 乗降バス停パターンの変化 

 研究対象地域内におけるバス利用行動として，各期間

に乗降車されたバス停のパターンに着目する．図-5には，

日常期間に利用された乗降バス停パターンを，図-6には

乗り放題期間に利用された乗降バス停パターンを乗車バ

ス停と降車バス停を直線で結び，太さによって利用され

た回数を表した図を示す．図-5，図-6 を比較すると，各

大学と JR の駅間を中心に，乗降バス停パターンが乗り

放題時の方が多様化していることがわかる． 

また，日常期間では 55 の乗降バス停パターンが確認

された．乗り放題期間では日常期間の 1.7 倍にあたる 94

の乗降バス停パターンが確認され，乗り放題時の乗降バ

ス停パターン数が大きく増加したことが明らかとなった．

以上の乗降バス停パターンの比較から，対象路線バスの

利用促進及び，バス利用目的の多様化によって，日常時

には実施されなかったバス利用行動を実施され，結果的

に利用されたバス停パターンも同様に多様化したと考察

する． 

 

 

 

図-3 各交通手段の利用回数の比較 

 

 

図-4 対象路線バスが選択された割合の比較 

 

 

図-5 日常期間に利用された乗降バス停パターン 

 

 

図-6 乗り放題期間に利用された乗降バス停パターン 

 

257

165

58

498

223

1

214

1

525

349

215

52

437

166

1

146

2

435

0

300

600
利
用
さ
れ
た
回
数
（
回
） 日常期間

乗り放題期間

70%

32% 31%

6%
11%

25%

18% 17%

83%

55%

38%

29%

51%

19%

32%

41%

0%

20%

40%

60%

80%

対
象
バ
ス
が
選
択
さ
れ
た
割
合
（
％
）

日常期間

乗り放題期間

利用回数
（回）

利用回数
（回）

第 60 回土木計画学研究発表会・講演集



 6 

6.おわりに  

 

本研究ではサブスクリプション型運賃制度に着目をし

ている．滋賀県大津湖南地域において，立命館大 BKC

に所属する学生，龍谷大学瀬田学舎の学生から 40 名の

被験者を選出し，設定エリア内の路線バスが乗り放題時

の交通行動変容を検証する社会実験として日常期間と設

定路線バス乗り放題期間を設けたプローブパーソン調査

を実施した． 

そして日常時と乗り放題時の交通行動データを比較し

た結果，日常時と比べ，乗り放題時には通学や帰宅の目

的だけではなく，買い物，社交，娯楽，などのより多様

な目的において対象路線バスの利用が選択される機会が

増加し，その頻度も増加することが確認することができ

た．したがって，本研究で実施した社会実験から，本研

究において設定した路線バスを乗り放題とすることで，

利用者の沿線地域内でのバスを利用した行動の多様化，

その頻度の増加が期待できることが明らかとなった． 

本研究の課題としては，プローブパーソン調査が被験

者自身に交通行動の記録を要請しているため，アプリの

操作忘れや操作ミスが発生している可能性が高く，この

ような記録エラーを考慮，補正する必要がある．また，

日常期間が年末の忘年会シーズン，乗り放題期間がテス

ト前期間といったように交通行動に影響を与える時期的

な要素についても補正が必要であり，より正確に路線バ

ス乗り放題による行動変容を分析する必要がある． 
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